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主論文 

Isometric contraction of the quadriceps improves the accuracy of intra-Articular injections into the 

knee joint via the superolateral approach 

 

大腿四頭筋の等尺性収縮は、膝蓋上外側アプローチによる膝関節内注射の 

正確性を向上する 

 

  Makoto Wada, Tadashi Fujii, Yusuke Inagaki, Tatsuo Nagano, Yasuhito Tanaka 

Journal of Bone and Joint Surgery Open Access. 3(4):e0003, October 23, 2018. 



論文審査の要旨 

 

 膝関節注射は、膝関節疾患の保存的治療で最も重要な手技であるが、関節外に誤注入

するという問題点が存在する。当研究は大腿四頭筋を収縮させ伸展位で膝関節腔の一部

である膝蓋上嚢が拡張することに着目し、大腿四頭筋等尺性収縮法を考案し、膝蓋上嚢

の拡がりと関節内注射の成功率を従来法と比較したものである。 

大腿四頭筋の等尺性収縮下に行う膝関節内注射群 75 例と大腿四頭筋を弛緩させて行う

膝関節内注射（以下、従来法）群 75 例に分け、関節内注射成功率の比較を行った。結果

は、従来法の成功率 80％に比べ 93.3％と有意に改善した。これまで膝関節伸展筋を収縮

させて行うという報告はなく、新しい注射手技であると考えられる。また、これまでの

注射法の最も高い方法でも成功率は 87％であり、本法では関節水腫のない例のみを対象

としているにも関わらずこれを上回った。 

本研究により、大腿四頭筋の等尺性収縮を行うことによる膝関節注射の正確性が向上

する事が立証され、今後、本法が普及することにより、膝関節注射による保存治療の効

果が更に向上するものと考えられる。参考論文と合わせて医学博士の学位に十分値する

研究であると認める。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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